
導入予定日： 2015.12.21～

1店舗あたりの

予測設置台数：

推奨設置台数：

着席動機：市場投入時期、認知度から、かなり高い

設置リスク：販売予定台数的にはさほど

G value：1000円／約３５Ｇは最近では辛目

日付 機種名 販売予測台数

12/6 8,000台

15,000台

ゲームフロー：‘追いきれる’仕様で、低玉貸しでは運用を慎重に

12/14 新奇性：特に無し

12/21 30,000台  　総合評価　　　　　　　　　初週 予測 OUT
23005

　機種名： 秘宝伝－伝説への道 （大都）

５台以上

５台程度

‘初代’は本来ならばお蔵入りと噂されるも「最後の4号
機」として4号機から5号機転換期にホールの屋台骨を支
え…しかしながら‘先代’は「秘宝伝ショック」として後世ま
で語り継がれる足跡を残し…　そして当機も…　なぜかこ
の型式名は業界が混沌とした時期に登場してくるという、
ある意味因縁めいた機械。

遊技者リスク：天井自体は浅く大きなリスクは無い

離反要因：大きな離反要因は見られない。その分、「ならで
は」の演出以外に大きな期待もできないということで、どこまで
馴染んで遊技してもらえるか？がポイントリノ

エヴァンゲリヲン～魂えお繋ぐもの

遊技フローは、約1/120で成立するチャンス目からミッ
ション演出ゾーンへ突入し、ミッション成立でART当選と
いうオーソドックスなもの。とはいえ、ARTの分母は重く、
チャンス目成立→ミッション突入も、単純に4回に1回
ART当選するかしないか程度の仕様なだけに、このあた
りのダルさを体感するのが試打時のポイントになるわけだ
が、試打機の完成度が高いので有名な当社だけに…。

秘宝伝－伝説への道

「どんなに素晴らしい製品でも、遊技者が着席動機、遊技動機を持たなければ動かない」という考えの下、「人間はあらゆるバイアスの元に思考・

行動を決定する」という仮説を立て‘バイアス’を表出させ数値化。経験則や外部要因に左右されない客観的な遊技機評価指標の作成を目的とし、

諏訪理科大学統計学講師の桜井先生、㈲ノブ・石川氏を中心にプロジェクト化しました。 ※遊技機解析「Analyze」は会員限定の遊技機情報です。
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